７　単元の学習計画及び評価計画
	時間
	
	１
	２
	３
	４
	５（本時）
	６

	指導内容
（学習の重点）
	技
	
	踏み切足、両足着地①
	短い助走からの踏み切り②
	
	
	

	
	態
	責任①②
	
	
	公正・協力③
	
	

	
	思
	
	踏切、着地のポイント①
	助走のポイント②
	
	自分の力に合った
課題を選ぶ③
	仲間との競争の
仕方を知る④

	学習活動
	０
10
20
30
40
	オリエンテーション
１　動画視聴
・ゴールイメージをもた
せる。
　・ポイントを知る。
２　学習の進め方の確認
　・単元計画を知る。
　・１時間の流れを知る。
　・学習の約束を知る。
　・学習カードの使い方を知る。
３　目標記録の設定
　・立ち幅×２で設定する。
４　場づくりの確認
　・準備の仕方を知る。
５　最初の記録の測定
　・記録の測定を行う。
６　振り返り
　・やってみた感想を書く。
	
１　本時の学習内容を確認する。
　○課題・学習内容・練習の方法・ポイントを知る。
　○めあてをたてる。
２　場づくりをする。
３　準備運動、基礎感覚づくりをする。

	
１　本時の学習内容を確認する。
　・課題・学習内容・練習の方法・ポイントを知る。
　・めあてをたてる。
２　場づくりをする。
３　準備運動、基礎感覚づくりをする。
４　スキルアップタイム
　○自分の力に合った練習方法を選んで練習する。
　・踏切板を使って
　・跳び箱からの着地
　・ダンボールを使って
　・ケンステップを使って
５　チャレンジタイム
　○グループ対抗戦
６　振り返り
　○記録をもとにめあての振り返りをする。
　○課題を確認する。
	１　本時の学習内容を確認する。
　・課題・学習内容・練習の方法・ポイントを知る。
　・めあてをたてる。
２　場づくりをする。
３　準備運動、基礎感覚づくりをする。
４　チャレンジタイム
　○グループ対抗戦
５　記録会
　○記録の測定を行う。
６　振り返り
　○記録の伸びを確認する。
　○単元を振り返る。

	
	
	
	４　スキルアップタイム
　○ポイントをつかむ。
　・つま先でのジャンプと足のうら全体でのジャンプ
　・片足着地と両足着地
　・腕を使わないジャンプと腕を使ったジャンプ
　○踏切・着地のポイントを意識した練習を行う。
・踏切板を使って
　・跳び箱からの着地
　・ダンボールを使って
５　チャレンジタイム
　○記録測定
６　振り返り
　○記録をもとにめあての振り返りをする。
	４　スキルアップタイム
　○ポイントをつかむ。
　・助走なしと助走あり
　・３歩の助走
　　「タ・タ・ターン」
　・５歩の助走
　　「１・２・タ・タ・ターン」
　○助走のポイントを意識した練習を行う。
　・助走距離を見付ける。
・ケンステップを使って声に出しながら
５　チャレンジタイム
　○記録測定
６　振り返り
○記録をもとにめあての振り返りをする。
	
	

	指導上の留意点
	○　学習の見通しをもたせ、効率的に学習が進められるようにする。
○　幅跳びとはどんな種目なのかをしっかりとつかませるとともに、単元を通しての目標を明確にもてるようにする。
	○　なぜそのポイントが大切なのか、実際に跳んだ距離を比べさせながらポイントをつかませるようにする。
○　様々な場で、楽しく感覚を身に付けることができるようにする。
	○　みんなで声に出しながら、助走のリズムをつかむことができるようにする。
○　助走から踏み切って跳ぶことの難しさに気付かせ、克服しようとする態度を尊重する。
	○　自分の課題を見付け、自分の力に合った場を選んで練習することができるようにする。
○　個人の課題は、グループの課題であるという認識をもたせるようにする。
	○　前時の自分の活動を振り返り、新たな課題をもって練習することができるようにする。
○　グループで協力しながらお互いを高め合ったり、活動したりできるようにする。
	○　記録測定を行い、単元を通しての自分の伸びを実感し、達成感を十分に味わうことができるようにする。

	評価機会
	関
	①
	②
	
	
	③
	

	
	思
	
	①
	②
	
	③
	④

	
	技
	
	
	
	①②
	
	①②

	学習活動に即した評価規準
及び評価方法
	○　友達と一緒に記録測定をしようとしている。（観察）
	○　友達と一緒に用具の準備や片付けをしようとしている。（観察）
○　踏切、着地のポイントをつかみ、課題に気付いている。（観察・学習カード）
	○　助走のポイントをつかみ、課題に気付いている。（観察・学習カード）
	○　踏切足を決めて踏み切り、両脚で着地することができる。

○　短い助走からリズムよく踏み切ることができる。
	○　運動の行い方のきまりを守り、友達と励まし合って練習や競争をしようとしている。（観察）

○　自分の力に合った課題を選んで練習いる。（観察・学習カード）
	○　仲間との競争の仕方を知っている。

○　短い助走からリズムよく踏み切り、両脚で着地することができる。

	準備物
	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料
メジャー６個
	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料

	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料

	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料

	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料

	学習カード、スクリーン、
プロジェクター、パソコン、タブレット、掲示資料
メジャー６個


ねらい１　　幅跳びの楽しさに触れよう。





ねらい２　　幅跳びの楽しみながら、記録に挑戦しよう。








